
 

平成 22 年国勢調査  従業地・通学地集計結果の概要 

 

 

  

 

 

  □  常住人口（夜間人口）     976,846 人 

  □  昼間人口               1,003,657 人 

  □  昼夜間人口比率              102.7 

 

 

○ 昼 夜 間 人 口 比 率  

昼 夜 間 人 口 比 率 を 1９ 政 令 市 で 比 較 す る と 、高 い 方 か ら 数 え て 8 番 目 と な っ て い

る 。 ま た 、 市 内 で は 小 倉 北 区 が 125.4 と も っ と も 高 く 、 小 倉 南 区 が 89.6 と も っ

と も 低 く な っ て い る 。  

 

○ 流 入 ・ 流 出 人 口  

昼 間 に 就 業・通 学 の た め に 、市 外 か ら 流 入 す る 人 口 は 73,811 人 、市 外 へ 流 出 す

る 人 口 は 47,000 人 と な っ て い る 。  

 

○ 市 内 に 常 住 す る 通 勤 ・ 通 学 人 口  

15 歳 以 上 就 業 者 ・ 通 学 者 に つ い て 、 従 業 ・ 通 学 地 別 に 見 る と 、 自 区 で 従 業 ・ 通

学 す る 人 の 構 成 比 は 、57.8%と も っ と も 高 く な っ て お り 、以 下 自 市 内 他 区 28.4%、

他 市 区 町 村 12.3%と な っ て い る 。  

 

 

総 務 企 画 局 政 策 部 企 画 課（ 統 計 係 ）TEL：582-2135 
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１ 昼間人口 

平成 22 年国勢調査の昼間人口（注 1）は、1,003,657 人、昼夜間人口比率（注２）は 102.7 と

なっている。 

図 1 昼間人口及び昼夜間人口比率の推移 
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表１ 昼間人口及び昼夜間人口比率の推移 

昼夜間人口比率(%)
対前回比
増減

対前回比
増減率(%)

対前回比
増減

昭和45年 1,042,321 1,097,389 8,039 0.7 105.3 0.8
昭和50年 1,058,058 1,115,649 18,260 1.7 105.4 0.1
昭和55年 1,063,948 1,121,011 5,362 0.5 105.4 0.0
昭和60年 1,055,986 1,108,500 △12,511 △ 1.1 105.0 △ 0.4
平成 2年 1,022,737 1,068,385 △40,115 △ 3.6 104.5 △ 0.5
平成 7年 1,018,897 1,058,927 △9,458 △ 0.9 103.9 △ 0.6
平成12年 1,010,127 1,044,966 △13,961 △ 1.3 103.4 △ 0.5
平成17年 992,654 1,020,447 △24,519 △ 2.3 102.8 △ 0.6
平成22年 976,846 1,003,657 △16,790 △ 1.6 102.7 △ 0.1

常住人口
(夜間人口) 昼間人口年 次

 

       

 

 

 

 

 

 

 

昼間人口を区別に見ると、八幡西区がもっとも多く245,395 人、次いで小倉北区 228,057人、

小倉南区 192,448 人と続いている。 

昼夜間人口比率が 100 を超えているのは、小倉北区 125.4、戸畑区 118.7、八幡東区 106.2、

若松区 100.2 の４区であった。 

注１：「昼間人口」とは、常住地からの通勤・通学による流入・流出人口を加減して算出した「従

業地・通学地による人口」である。算出は次式による。 

    北九州市の昼間人口 ＝ 北九州市の常住人口 － 北九州市からの流出人口 

                          ＋ 北九州市 へ の流入人口 

    （ここで用いる流入・流出人口には 15 歳未満の者も含まれる。） 

注２：「昼夜間人口比率」は次式により算出される。 

    北九州市の昼夜間人口比率＝（北九州市の昼間人口／北九州市の常住人口）×100 

 

  ※  昭和 55 年から平成 17 年までの常住人口及び昼間人口は年齢不詳の者を除して算出している。 
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図２ 行政区別常住人口、昼間人口  図３ 行政区別昼夜間人口比率 
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表２ 行政区別常住人口、昼間人口、昼夜間人口比率 

常住人口(夜間人口） 昼間人口 昼夜間人口比率(%)
区　別 増減 増減

実数 率(%) 実数 率(%)

北九州市 992,654 976,846 △15,808 △1.6 1,020,447 1,003,657 △16,790 △1.6 102.8 102.7

門 司 区 108,647 104,469 △4,178 △3.8 104,556 103,070 △1,486 △1.4 96.2 98.7

小倉北区 183,108 181,936 △1,172 △0.6 245,461 228,057 △17,404 △7.1 134.1 125.4

小倉南区 214,505 214,793 288 0.1 186,321 192,448 6,127 3.3 86.9 89.6

若 松 区 87,317 85,167 △2,150 △2.5 85,303 85,368 65 0.1 97.7 100.2

八幡東区 75,814 71,801 △4,013 △5.3 78,051 76,219 △1,832 △2.3 103.0 106.2

八幡西区 259,565 257,097 △2,468 △1.0 246,131 245,395 △736 △0.3 94.8 95.4

戸 畑 区 63,698 61,583 △2,115 △3.3 74,624 73,100 △1,524 △2.0 117.2 118.7

平成17年 平成22年平成17年 平成22年 平成17年 平成22年
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２ 流入・流出人口 

流入人口（昼間に就業・通学のために市外から流入する人口）は 73,811 人、流出人口（市外へ

流出する人口）は 47,000 人となっており、流入超過人口は 26,811 人となっている。 

 

表３ 流入・流出人口の推移 

人口 対前回比
増減数

対前回比
増減率(%) 人口 対前回比

増減数
対前回比
増減率(%)

昭和45年 72,164 11,371 18.7 17,096 3,265 23.6 55,068

昭和50年 79,510 7,346 10.2 21,919 4,823 28.2 57,591

昭和55年 84,254 4,744 6.0 27,191 5,272 24.1 57,063

昭和60年 83,243 △1,011 △1.2 30,729 3,538 13.0 52,514

平成 2年 83,884 641 0.8 38,236 7,507 24.4 45,648

平成 7年 86,776 2,892 3.4 46,746 8,510 22.3 40,030

平成12年 81,407 △5,369 △6.2 46,568 △178 △0.4 34,839

平成17年 78,115 △3,292 △4.0 50,322 3,754 8.1 27,793

平成22年 73,811 △4,304 △5.5 47,000 △3,322 △6.6 26,811

流入人口 流出人口
年　次 流入超過

人口

 

区別に見ると、流入人口がもっとも多いのは、小倉北区 71,408 人となっており、以下八幡西区

37,917 人、戸畑区 25,473 人となっている。 

一方、流出人口がもっとも多いのは、八幡西区 49,619 人となっており、以下小倉南区 44,900

人、小倉北区 25,287 人となっている。 

 

表４ 行政区別流入・流出人口 

流入人口 流出人口
平成17年 平成22年 増減数 増減率(%) 平成17年 平成22年 増減数 増減率(%)

門 司 区  16,354  15,713 △641 △3.9  20,445  17,112 △3,333 △16.3

小 倉 北 区  89,646  71,408 △18,238 △20.3  27,293  25,287 △2,006 △7.3

小 倉 南 区  24,136  22,555 △1,581 △6.6  52,320  44,900 △7,420 △14.2

若 松 区  18,089  17,573 △516 △2.9  20,103  17,372 △2,731 △13.6

八 幡 東 区  22,222  20,529 △1,693 △7.6  19,985  16,111 △3,874 △19.4

八 幡 西 区  41,409  37,917 △3,492 △8.4  54,843  49,619 △5,224 △9.5

戸 畑 区  27,109  25,473 △1,636 △6.0  16,183  13,956 △2,227 △13.8

区　別
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表５－１ 流入市町村別 15 歳以上就業者数、通学者数 

総数 15歳以上就業者 15歳以上通学者
増減 増減 増減

実数 率(%) 実数 率(%) 実数 率(%)
77,535 73,198 △4,337 △5.6 65,365 62,695 △2,670 △4.1 12,170 10,503 △1,667 △13.7
67,457 63,708 △3,749 △5.6 57,316 55,024 △2,292 △4.0 10,141 8,684 △1,457 △14.4

福岡市 4,606 4,605 △1 △0.0 3,842 3,957 115 3.0 764 648 △116 △15.2
直方市 4,029 4,151 122 3.0 3,580 3,731 151 4.2 449 420 △29 △6.5
飯塚市 908 1,424 516 56.8 732 1,193 461 63.0 176 231 55 31.3
田川市 1,192 1,160 △32 △2.7 949 896 △53 △5.6 243 264 21 8.6
行橋市 6,031 5,731 △300 △5.0 5,167 4,868 △299 △5.8 864 863 △1 △0.1
豊前市 814 698 △116 △14.3 622 529 △93 △15.0 192 169 △23 △12.0
中間市 9,461 8,446 △1,015 △10.7 8,471 7,635 △836 △9.9 990 811 △179 △18.1
筑紫野市 227 240 13 5.7 171 200 29 17.0 56 40 △16 △28.6
春日市 313 346 33 10.5 246 274 28 11.4 67 72 5 7.5
大野城市 230 249 19 8.3 184 204 20 10.9 46 45 △1 △2.2
宗像市 4,562 4,409 △153 △3.4 3,843 3,806 △37 △1.0 719 603 △116 △16.1
古賀市 723 828 105 14.5 582 666 84 14.4 141 162 21 14.9
福津市 1,247 1,199 △48 △3.8 1,018 1,040 22 2.2 229 159 △70 △30.6
宮若市 766 769 3 0.4 636 649 13 2.0 130 120 △10 △7.7
嘉麻市 315 285 △30 △9.5 245 226 △19 △7.8 70 59 △11 △15.7
新宮町 162 248 86 53.1 118 193 75 63.6 44 55 11 25.0
芦屋町 2,849 2,549 △300 △10.5 2,444 2,236 △208 △8.5 405 313 △92 △22.7
水巻町 7,199 6,467 △732 △10.2 6,258 5,724 △534 △8.5 941 743 △198 △21.0
岡垣町 4,708 4,473 △235 △5.0 3,927 3,836 △91 △2.3 781 637 △144 △18.4
遠賀町 3,749 3,565 △184 △4.9 3,171 3,111 △60 △1.9 578 454 △124 △21.5
小竹町 244 232 △12 △4.9 185 198 13 7.0 59 34 △25 △42.4
鞍手町 1,649 1,494 △155 △9.4 1,425 1,338 △87 △6.1 224 156 △68 △30.4
香春町 641 567 △74 △11.5 544 471 △73 △13.4 97 96 △1 △1.0
添田町 251 213 △38 △15.1 194 165 △29 △14.9 57 48 △9 △15.8
川崎町 349 303 △46 △13.2 245 220 △25 △10.2 104 83 △21 △20.2
福智町 609 601 △8 △1.3 471 489 18 3.8 138 112 △26 △18.8
苅田町 4,158 4,062 △96 △2.3 3,613 3,576 △37 △1.0 545 486 △59 △10.8
みやこ町 1,437 1,283 △154 △10.7 1,223 1,086 △137 △11.2 214 197 △17 △7.9
築上町 1,150 949 △201 △17.5 954 801 △153 △16.0 196 148 △48 △24.5
その他市町村 2,878 2,162 △716 △24.9 2,256 1,706 △550 △24.4 622 456 △166 △26.7
他県 10,078 9,490 △588 △5.8 8,049 7,671 △378 △4.7 2,029 1,819 △210 △10.3
 山口県 6,870 6,681 △189 △2.8 5,418 5,376 △42 △0.8 1,452 1,305 △147 △10.1
 下関市 6,135 6,056 △79 △1.3 4,942 4,944 2 0.0 1,193 1,112 △81 △6.8
大分県 1,244 1,147 △97 △7.8 970 861 △109 △11.2 274 286 12 4.4
 中津市 790 642 △148 △18.7 603 472 △131 △21.7 187 170 △17 △9.1
その他都道府県 1,964 1,662 △302 △15.4 1,661 1,434 △227 △13.7 303 228 △75 △24.8

平成22年平成22年 平成17年 平成22年 平成17年

流入人口
県内

流  入 平成17年

 

 

表５－２ 流出市町村別 15 歳以上就業者数、通学者数 

総数 15歳以上就業者 15歳以上通学者
増減 増減 増減

実数 率(%) 実数 率(%) 実数 率(%)
50,200 46,902 △3,298 △6.6 43,995 41,673 △2,322 △5.3 6,205 5,229 △976 △15.7
42,691 40,950 △1,741 △4.1 37,391 36,470 △921 △2.5 5,300 4,480 △820 △15.5

福岡市 11,389 10,185 △1,204 △10.6 8,377 7,834 △543 △6.5 3,012 2,351 △661 △21.9
直方市 4,101 4,087 △14 △0.3 3,833 3,790 △43 △1.1 268 297 29 10.8
飯塚市 1,118 1,253 135 12.1 898 1,075 177 19.7 220 178 △42 △19.1
田川市 895 852 △43 △4.8 815 734 △81 △9.9 80 118 38 47.5
行橋市 2,227 2,327 100 4.5 2,153 2,250 97 4.5 74 77 3 4.1
豊前市 214 179 △35 △16.4 214 172 △42 △19.6 0 7 7 700.0
中間市 3,929 3,722 △207 △5.3 3,285 3,149 △136 △4.1 644 573 △71 △11.0
宗像市 1,229 1,018 △211 △17.2 905 769 △136 △15.0 324 249 △75 △23.1
古賀市 335 355 20 6.0 314 341 27 8.6 21 14 △7 △33.3
福津市 227 214 △13 △5.7 174 184 10 5.7 53 30 △23 △43.4
宮若市 1,870 1,843 △27 △1.4 1,857 1,820 △37 △2.0 13 23 10 76.9
芦屋町 1,016 1,012 △4 △0.4 1,012 1,009 △3 △0.3 4 3 △1 △25.0
水巻町 2,307 2,469 162 7.0 2,292 2,370 78 3.4 15 99 84 560.0
岡垣町 1,051 996 △55 △5.2 1,048 992 △56 △5.3 3 4 1 33.3
遠賀町 1,844 1,588 △256 △13.9 1,756 1,539 △217 △12.4 88 49 △39 △44.3
小竹町 148 178 30 20.3 143 170 27 18.9 5 8 3 60.0
鞍手町 1,034 985 △49 △4.7 1,019 964 △55 △5.4 15 21 6 40.0
香春町 138 184 46 33.3 129 183 54 41.9 9 1 △8 △88.9
苅田町 5,245 5,563 318 6.1 4,990 5,345 355 7.1 255 218 △37 △14.5
みやこ町 221 257 36 16.3 220 250 30 13.6 1 7 6 600.0
その他市町村 2,153 1,683 △470 △21.8 3,285 1,530 △1,755 △53.4 285 153 △132 △46.3
他県 7,509 5,952 △1,557 △20.7 6,604 5,203 △1,401 △21.2 905 749 △156 △17.2
 山口県 4,499 3,914 △585 △13.0 4,008 3,442 △566 △14.1 491 472 △19 △3.9
 下関市 3,851 3,417 △434 △11.3 3,473 3,018 △455 △13.1 378 399 21 5.6
その他都道府県 3,010 2,038 △972 △32.3 2,596 1,581 △1,015 △39.1 414 277 △137 △33.1

流出人口
県内

平成17年 平成22年流  出 平成17年 平成22年 平成17年 平成22年
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流入人口を市町村別に見ると、中間市からの 8,446 人がもっとも多く、以下水巻町 6,467 人、

下関市 6,056 人、行橋市 5,731 人と続いている。 

一方、流出人口を市町村別に見ると、福岡市への 10,185 人がもっとも多く、以下苅田町 5,563

人、直方市 4,087 人、中間市 3,722 人と続いている。 

 

３ 市内に常住する通勤・通学人口 

15 歳以上就業者・通学者について、従業・通学地別に見ると、自区で従業・通学する人の構成

比が、57.8%ともっとも高くなっており、以下自市内他区 28.4%、他市区町村 12.3%と続いて

いる。 

 

表６ 常住地による従業・通学地別 15 歳以上就業者数、通学者数の推移 

総数（人） 構成比(%) 増減率(%)
平成12年 平成17年 平成22年 平成12年 平成17年 平成22年 (17/12) (22/17)

※ ※
就業者･通学者 515,243 490,381 474,318 100.0 100.0 100.0 △4.8 △3.3
　自市で従業･通学 468,757 440,181 408,513 91.0 89.8 86.1 △6.1 △7.2
　　自区で従業･通学 308,730 281,936 273,960 59.9 57.5 57.8 △8.7 △2.8
　　　自宅 38,822 33,791 27,197 7.5 6.9 5.7 △13.0 △19.5
　　　自宅外 269,908 248,145 246,763 52.4 50.6 52.0 △8.1 △0.6
　　自市内他区 160,027 158,245 134,553 31.1 32.3 28.4 △1.1 △15.0
　他市区町村 46,486 50,200 58,364 9.0 10.2 12.3 8.0 16.3
　　県内 39,492 42,691 40,950 7.7 8.7 8.6 8.1 △4.1
　　他県 6,994 7,509 5,952 1.4 1.5 1.3 7.4 △20.7

就業者 452,085 436,842 425,369 100.0 100.0 100.0 △3.4 △2.6
　自市 411,902 392,847 367,274 91.1 89.9 86.3 △4.6 △6.5
　　自区 270,362 250,979 246,425 59.8 57.5 57.9 △7.2 △1.8
　　　自宅 38,822 33,791 27,197 8.6 7.7 6.4 △13.0 △19.5
　　　自宅外 231,540 217,188 219,228 51.2 49.7 51.5 △6.2 0.9
　　自市内他区 141,540 141,868 120,849 31.3 32.5 28.4 0.2 △14.8
　他市区町村 40,183 43,995 51,448 8.9 10.1 12.1 9.5 16.9
　　県内 34,106 37,391 36,470 7.5 8.6 8.6 9.6 △2.5
　　他県 6,077 6,604 5,203 1.3 1.5 1.2 8.7 △21.2

通学者 63,158 53,539 48,949 100.0 100.0 100.0 △15.2 △8.6
　自市 56,855 47,334 41,239 90.0 88.4 84.2 △16.7 △12.9
　　自区 38,368 30,957 27,535 60.7 57.8 56.3 △19.3 △11.1
　　自市内他区 18,487 16,377 13,704 29.3 30.6 28.0 △11.4 △16.3
　他市区町村 6,303 6,205 6,916 29.3 30.6 28.0 △1.6 11.5
　　県内 5,386 5,300 4,480 10.0 11.6 14.1 △1.6 △15.5
　　他県 917 905 749 8.5 9.9 9.2 △1.3 △17.2
※ 就業者・通学者には従業地・通学地不詳の者を含むため、各内訳の合計と一致しない。

従業地・通学地別

 
 

図４ 常住地による従業・通学地別 15 歳以上就業者数、通学者数の推移 
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従業地の構成比を男女別に見ると、自区（自宅外）で従業するものが男性 46.6%、女性 59.6%

となっており、女性が高くなっている。一方、自市内他区、県内他市町村、他県で従業する人の構

成比は、それぞれ男性 31.7%、10.9%、1.7%、女性 25.3%、5.9%、0.7%となっており、い

ずれも男性が高くなっている。 

さらに年齢別に見ると、男女とも年齢が上がるにつれて、自宅での従業者の割合が高くなってい

る。 

 

表７ 常住地による従業地、年齢、男女別 15 歳以上就業者数の構成比 

自区 自市内 県内
(自宅外) 他区 他市町村

％ ％ ％ ％ ％ ％
総数 100.0 6.5 52.4 28.9 8.7 1.2
15～19歳 100.0 0.7 60.5 27.4 8.7 0.7
20～24 100.0 0.9 56.4 31.0 8.4 1.1
25～29 100.0 1.6 52.5 33.5 9.0 1.3
30～34 100.0 2.6 50.5 33.7 10.1 1.3
35～39 100.0 3.4 49.9 32.6 10.9 1.3
40～44 100.0 4.4 50.2 31.5 10.6 1.4
45～49 100.0 4.8 50.4 31.3 10.2 1.4
50～54 100.0 5.9 51.5 29.5 9.6 1.4
55～59 100.0 7.3 54.3 27.0 7.9 1.3
60～64 100.0 11.0 55.1 23.7 6.2 1.2
65歳以上 100.0 23.5 53.1 14.5 3.3 0.7

男 100.0 6.5 46.6 31.7 10.9 1.7
15～19歳 100.0 0.9 57.2 28.4 10.3 0.8
20～24 100.0 0.9 55.2 30.7 9.5 1.2
25～29 100.0 1.9 50.7 33.3 10.3 1.4
30～34 100.0 2.7 46.8 34.9 12.0 1.5
35～39 100.0 3.3 44.3 35.5 13.0 1.8
40～44 100.0 4.7 42.7 34.5 13.7 2.0
45～49 100.0 5.1 41.8 35.3 13.7 2.1
50～54 100.0 6.2 43.0 33.3 13.1 2.0
55～59 100.0 7.1 46.0 32.0 10.5 2.0
60～64 100.0 10.5 48.0 28.9 7.9 1.6
65歳以上 100.0 21.6 50.4 18.0 4.3 1.0

女 100.0 6.5 59.6 25.3 5.9 0.7
15～19歳 100.0 0.6 63.9 26.4 6.9 0.6
20～24 100.0 0.8 57.6 31.4 7.3 1.0
25～29 100.0 1.4 54.5 33.7 7.6 1.1
30～34 100.0 2.4 55.3 32.0 7.6 1.0
35～39 100.0 3.5 57.6 28.7 7.9 0.8
40～44 100.0 4.1 59.2 27.8 6.9 0.6
45～49 100.0 4.4 60.2 26.9 6.3 0.5
50～54 100.0 5.5 62.0 25.0 5.3 0.7
55～59 100.0 7.6 65.2 20.4 4.4 0.6
60～64 100.0 11.6 65.2 16.4 3.8 0.6
65歳以上 100.0 26.3 57.0 9.7 1.8 0.3

※ 従業地不詳の者を除く。

男女,年齢 就業者※ 自宅 他県

 

 

従業地別 15 歳以上就業者の構成比を、産業別にみると、自宅従業者では、全産業（構成比 6.4%）

に比べて、農業・林業（同 61.5%）、漁業（同 76.3%）といった第１次産業（同 63.8%）で高い

ほか、不動産業（同 17.5%）でも高くなっている。自市内他区従業者は、全産業（同 28.4%）に

比べて、電気・ガス・熱供給・水道業（同 44.4%）、情報通信業（同 42.0％）、公務（他に分類さ

れるものを除く）（同 40.9%）で高くなっている。また、県内他市区町村の従業者の割合は、全産
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業（同 8.6%）に比べて、製造業（15.5%）、電気・ガス・熱供給・水道業（同 15.2%）で高くな

っている。 

 

表８ 産業、従業地別 15 歳以上就業者数 

実数(人) 構成比(%)

総数 自宅で
従業

自区
(自宅
外)

自市内
他区

県内
他市区
町村

他県 総数 自宅で
従業

自区
(自宅外)

自市内
他区

県内
他市区
町村

他県

総数　　1) 425,369 27,197 219,228 120,849 36,470 5,203 100.0 6.4 51.5 28.4 8.6 1.2

第1次産業 3,252 2,076 888 203 62 18 100.0 63.8 27.3 6.2 1.9 0.6
Ａ 農 業 , 林 業 2,745 1,689 786 196 59 14 100.0 61.5 28.6 7.1 2.1 0.5
Ｂ 漁 業 507 387 102 7 3 4 100.0 76.3 20.1 1.4 0.6 0.8

第2次産業 100,310 6,343 48,387 29,732 12,213 1,451 100.0 6.3 48.2 29.6 12.2 1.4
Ｃ 鉱業，採石業，砂利採取業 234 2 170 33 23 6 100.0 0.9 72.6 14.1 9.8 2.6
Ｄ 建 設 業 38,148 4,704 19,479 9,577 2,614 679 100.0 12.3 51.1 25.1 6.9 1.8
Ｅ 製 造 業 61,928 1,637 28,738 20,122 9,576 766 100.0 2.6 46.4 32.5 15.5 1.2

第3次産業 299,301 17,365 161,115 89,182 23,618 3,626 100.0 5.8 53.8 29.8 7.9 1.2
Ｆ 電気・ガス・熱供給・水道業 1,974 - 754 877 300 27 100.0 0.0 38.2 44.4 15.2 1.4
Ｇ 情 報 通 信 業 7,167 283 2,638 3,013 1,002 111 100.0 3.9 36.8 42.0 14.0 1.5
Ｈ 運 輸 業 ， 郵 便 業 28,421 483 14,489 9,710 2,546 562 100.0 1.7 51.0 34.2 9.0 2.0
Ｉ 卸 売 業 ， 小 売 業 75,225 5,435 41,459 20,018 6,163 1,010 100.0 7.2 55.1 26.6 8.2 1.3
Ｊ 金 融 業 ， 保 険 業 9,387 381 4,179 3,552 930 226 100.0 4.1 44.5 37.8 9.9 2.4
Ｋ 不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業 7,571 1,328 3,671 2,008 356 63 100.0 17.5 48.5 26.5 4.7 0.8
Ｌ 学術研究，専門・技術サービス業 11,847 1,738 4,872 4,030 857 197 100.0 14.7 41.1 34.0 7.2 1.7
Ｍ 宿泊業，飲食サービス業 24,737 1,411 16,692 5,028 1,121 188 100.0 5.7 67.5 20.3 4.5 0.8
Ｎ 生活関連サービス業，娯楽 15,981 2,324 8,669 3,671 905 148 100.0 14.5 54.2 23.0 5.7 0.9
Ｏ 教 育 ， 学 習 支 援 業 18,725 698 8,875 6,761 1,914 258 100.0 3.7 47.4 36.1 10.2 1.4
Ｐ 医 療 ， 福 祉 57,156 1,507 34,609 16,038 3,971 399 100.0 2.6 60.6 28.1 6.9 0.7
Ｑ 複 合 サ ー ビ ス 事 業 1,529 5 858 495 155 7 100.0 0.3 56.1 32.4 10.1 0.5
Ｒ サービス業（他に分類されないもの） 26,943 1,760 13,952 8,806 1,661 211 100.0 6.5 51.8 32.7 6.2 0.8
Ｓ 公務（他に分類されるものを除く） 12,638 12 5,398 5,175 1,737 219 100.0 0.1 42.7 40.9 13.7 1.7
1)従業地不詳、分類不能の産業を含む。

産業（大分類）
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(参 考) 大都市の常住人口、昼間人口、昼夜間人口比率 

 

  大都市の常住人口、昼間人口、昼夜間人口比率

夜間人口 昼間人口 昼夜間人口比率

平成17年 平成22年 平成17年 平成22年 増減数 増減率
(%) 平成17年 平成22年 増減

札 幌 市 1,877,965 1,913,545 1,893,946 1,925,535 31,589 1.7 100.9 100.6 △0.3
仙 台 市 1,020,160 1,045,986 1,098,981 1,121,965 22,984 2.1 107.7 107.3 △0.4
さいたま市 1,172,944 1,222,434 1,077,638 1,133,978 56,340 5.2 91.9 92.8 0.9
千 葉 市 919,550 961,749 894,027 938,148 44,121 4.9 97.2 97.5 0.3
横 浜 市 3,545,447 3,688,773 3,205,144 3,375,330 170,186 5.3 90.4 91.5 1.1
川 崎 市 1,326,152 1,425,512 1,154,436 1,275,628 121,192 10.5 87.1 89.5 2.4
相 模 原 市 - 717,544 - 630,432 - - - 87.9 -
新 潟 市 - 811,901 - 826,202 - - - 101.8 -
静 岡 市 700,575 716,197 727,210 739,584 12,374 1.7 103.8 103.3 △0.5
浜 松 市 - 800,866 - 798,622 - - - 99.7 -
名 古 屋 市 2,193,973 2,263,894 2,516,196 2,569,376 53,180 2.1 114.7 113.5 △1.2
京 都 市 1,460,688 1,474,015 1,582,980 1,599,037 16,057 1.0 108.4 108.5 0.1
大 阪 市 2,594,686 2,665,314 3,581,675 3,538,576 △43,099 △1.2 138.0 132.8 △5.2
堺 市 - 841,966 - 794,507 - - - 94.4 -
神 戸 市 1,520,551 1,544,200 1,547,971 1,583,765 35,794 2.3 101.8 102.6 0.8
岡 山 市 1,520,551 709,584 1,547,971 739,068 △808,903 △52.3 101.8 104.2 2.4
広 島 市 1,144,498 1,173,843 1,174,401 1,198,347 23,946 2.0 102.6 102.1 △0.5
北 九 州 市 992,654 976,846 1,020,447 1,003,657 △16,790 △1.6 102.8 102.7 △0.1
福 岡 市 1,384,925 1,463,743 1,571,184 1,637,813 66,629 4.2 113.4 111.9 △1.5

特 別 区 部 8,351,955 8,945,695 11,284,699 11,711,537 426,838 3.8 135.1 130.9 △4.2
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